
幼児の認識と 身 体 発 達

-―シェマの構成とその機能――-

古 庄 高

I 緒論

われわれは行動の発達・進化という現象を，

J. Piajet に従って， 同化と調節とを契機とし

た主体と環境との相互作用における平衡の弁証

法的発展として示すことができるだろう。同化

とは主体が外的事物を自己の行動のパターンの

中に組み入れて，それを統合していく活動を意

味している。従って同化のシェマは，有機体の

遺伝的な器質構造に基づいて主体が徐々に獲得

し，構築していくものである。ここでいうシェ

マとは，活動がシェマ（図式）として構築され

ることにより，活動が実践的可能性の地平に移

行して，剌激に対する直接的反応というかたち

で遂行されるのではなくて，現実的活動が総体

として単に素描されるようになることを表現し

ている叫すなわち活動がシェマとして確立さ

れると，活動が現実の行動として行われなくて

も，潜勢的なかたちで，いわば準現前として主

体に対して現われるようになり，知覚された対

象もこの素描された活動そのものによって主体

に受け入れられるようになるのである。主体

は，外的事物が自己の活動のシェマに組み入れ

られる限りにおいて対象を＜知る＞のであり，

また知覚されたもの， 理解されたものに＜意

味＞を与えるのである。他方外的事物，更には

環境から主体にもたらされる影響は，主体の同

化のシェマに対してある変容を求める。それは

主体が環境を自己のうちにとり入れる同化作用

とは逆に，環境へ向かって自己のシェマを調節

する作用である。しかしここで言う活動を，そ

れ自体孤立した，もしくは独立した一つの系と

して考えるべきではない。活動は全体の流れ，

及び主体の存在そのものを背景としてこそ初め

て可能になるのであり，いわば主体と環境との

相互作用あるいは交流そのものを意味してい

る。また活動のシェマは諸器官の解剖学的•生

理学的構造に結びついており，これらの有機的

構造を使用することによって，ダイナミックな

機能的形態を構成していくのである。構造と機

能とは，主体の活動において相互作用を通じて

一つの機能的全体を構成するのであるが，活動

が異なった状況に適用されたり，反復されたり

してシェマ化していくにつれて，構造の機能的

可能性は次第に増していき，また同時にシェマ

自体も組織化がおし進められて，ついには新し

い構造の出現を促すものとなるであろう。更に

シェマの組織化は，環境との相互作用におい

て，同化と調節との平衡が確立されることに基

づいているのであるから， 行動や認識の発展

はこの平衡を可能にする諸器官の自己調整及び

調整器官の組織化と結びつけて考えなければな

らない。主体における対象的所与が，素描され

抑制された反応の総体の中に統合されるために

は，これらの反応の総体を構成する諸器官がそ

れ自体において調整されることを必要とする

が，単に器官そのものに限らず，進化の過程に

おける調整器官の発達によっても補償されてお

り，この二つの自己謁整過程の結果として素描

される反応の総体は拡大し，全体的行動に統合

される主体にとっての対象的所与の意味は実践

的な諸可能性に規定されたところの，次第に体

系化し，組織化していく意味連関の網目のなか

に統合され，その中に位置づけられるようにな

るのである。従って主体と環境との相互作用で

ある行動や活動は，この全体的行動の指向的内

容としての対象の体験された意味，すなわち現

実的行動を抑制する素描の運動そのものによっ
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て基礎づけられており，後者は現実の遂行過程

の地平を構成している。しかしこの指向的内容

は実際の遂行そのものの過程では全体的行動の

構造的・形態的枠組みの中に統合されねばなら

ず，その限りにおいて現実の行動は指向的内容

をのり越えるのである。一般に体験された対象

の主体にとっての意味は，同化と調節作用に基

づいたシェマの組織化及びこの組織化を可能と

する有機的構造そのものの組織化の表現だと考

えられよう。認識の機能がこのように主体と環

境との相互作用として展開され得るのであれ

ば，われわれは後述する＜象徴機能＞や＜表象

機能＞を媒介とした概念的認識と，行動の段階

における活動シェマを媒介とした実践的認識と

を，前者を心的なもの・抽象的なものに，後者

を生理学的なもの・具体的なものに遠元して区

別するわけにはいかないだろう。この両者を同

時に考察しうるような連続的過程，すなわち構

造的諸形態の非連続性を生み出し，また可能に

している機能的作用の連続的性格の把握を試み

たし ‘o

Il 調整系の発達と認識

細胞の原形質を構成しているタンパク質は常

に分解•生成しているが，タンパク質の合目的

的機能は自己調整系としての立体特異的構造に

よって可能になっている。またタンパク質代謝

において触媒機能の働きをする酵素によって，

細胞内の反応は阻止されたり活性化されたりす

る。従って分子レベルの調整器官の働きはこ

のアロステリック酵素に負うているわけであ

る2)。 細胞内の現象はこのように物理一化学的

作用の現象として説明されてくるが，しかし組

織や器官の構成をタンパク質間の相互作用に遠

元するわけにはいかない。というのも，タンパ

ク質の相互作用は組織や器官の構成によって逆

に規定されており，それは全体の中の部分でし

かないからである。このことは環境との直接的

相互作用を行う単細胞生物の行動をみていけば

明らかになるだろう。

アメーバは最も原始的な生物であるが，その

移動における運動的形態は物理ー化学的反応に

よってではなく，環境に適応した摂食・防御・

生殖といった基本的要求を満たしうる環境との

相互作用によって規定されている。更に，受容

器と効果器との分化〖ゾウリムシ）や，光に定
位した運動（ミドリムシ）もみられる。しかし

これらの原生動物の行動は，単細胞内の反応及

び細胞の分化にしか基づいていないので，行き

あたりばったり式であり，有意的行動をとるこ

とができない。このことに関連して主体の側に

おいても環境の側においても全く未分化の状態

にあり，両者の閾係は，剌激に対して正または

負の方向しかもたないくキネシス＞の運動に媒

介された＜剌激感応性＞以上のものは含んでい

ない。多細胞生物になると個々の細胞の機能・

閾値・エネルギーが異なるので，細胞間の伝達

及び運動調整の為の器官として神経系が出現す

る。更に細胞はそれぞれ受容器や効果器を構成

するものとして特殊化され，神経系もまたそれ

らの器官に分化する。現実的運動として反射的

な位置の移動が行われるようになるのである

が， この運動は諸器官の分化と組織化によっ

て，キネシスの運動が抑制され，素描されて実

践的可能性の地平を構成することによるだろ

ぅ。この地平が指向的内容を規定し，反射運動

に結びつく剌激とそうでない剌激とが区別され

るのである。一般に神経系が神経網・放射状神

経系・左右相称の神経系というように進化し組

織化すると，それに平行して運動の面では筋肉

運動・反射・反射の全身による統制が現われ，

主体と客体の面では剌激感応性が意味の単位を

担う感覚に，そして感覚野にと発展する。例え

ばイソギンチャクやクラゲなどは最も簡単な神

経系しかもっておらず，それらの運動は反射性

によって特徴づけられる。ここでみられる反射

運動はまだ剌激の物質的特性によって惹起さ

れ，それ故運動の方向も環境との物質的関係で

生じるから，方向そのものを目指した有意的運

動には至っていない。イソギンチャクには，自
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ら触れたものと触れられたものとの区別がまだ

存在せず，従ってどちらの場合にも同一の反応

様式でもって反応するのである 3)。 ただ反射弓

の運動はそれが反復されることにより，諸器官

の組織化と神経系の統合を構築するだろう。次

に左右相称の神経系が出現して調整の機能が中

枢化してくると，反射運動に含まれていた方向

は剌激に対する直接的反応の方向としてではな

く，可能的な位置移動の地平に含まれて，可能

な諸方向から選ばれた一つの定位された方向の

中に吸収されるのである。神経系の中枢化は

＜姿勢活動＞ （Wallon)すなわち，体の各々の

部分を姿勢全体に対して調整する機能の発達を

意味している。従って剌激の側においても，ま

た運動の側においても，有機体全体との関わり

において規定されるようになり，純粋感覚は領

野としての感覚野に統合される。神経中枢に基

づいて遂行される＜姿勢活動＞の機能は，その

中に素描された反射の方向を可能性としてもっ

ことができるようになり，更には反射運動の器

官や神経系の自己調整系に支えられて，触れた

ものと触れられたものとの区別を可能にする。

つまり自己運動に属する感覚と外からくる剌激

の感覚とが分化するわけである。無脊椎動物で

も頭足類や節足動物になると感覚器官が非常に

複雑になり，視覚的識別能力や形態識別能力も

高度に発達していることが明らかにされてい

る。反射は＜姿勢活動＞を背景としていくつか

の単純な反射を複雑に組みあわせ，組織化する

こと，つまり感覚野となることによって多くの

行動パターンを構成する。しかしこれらの段階

の行動パターンはあくまでも剌激と結びついた

反射から成っており，刺激に対する反応という

かたちの内的環境しかもつことができないであ

ろう。

これが脊椎動物になると反射運動そのものが

統合されて，一つの組織化された型の反応が起

こる。この反応は有機体の多くの部位が相互作

用によって統合されねばならない。同時に，受

容器が発達していろいろな刺激に選択的に反応

するようになり，これが脳の分化を促進するこ

ととなった。一方では反射が他の剌激や情報に

従って制御されるようになり 4)， 他方では様々

な感覚の極として対象，＜感性的外在性＞が措

定されるようになる。剌激が＜外在的なもの＞

として現われ，感性的意味が内的環境において

感じられるばかりでなく，外的対象にも投射さ

れるのは，この段階である。更に筋肉からのフ

ィードバック機構を構成することから，反射運

動の相互作用だけでなく，神経系の組織化にお

いて保持された運動のシェマが主体の行う，反

射により定位された運動の素描の中であらかじ

め準備や待機の態勢として予料されうるように

なる。哺乳類では皮質化が進み，感覚器官・運

動器官の分化，皮質の分業及び感覚系と運動系

の統合，自律神経系の調節的機能などが出現す

る。そしで情動を惹き起こすものとして，感性

的意味の投射された外的事物はもはや現在の体

験に制限されず永続的な意味が付与されて，以

前のく感性的外在性＞の素描と抑制を通じて

＜持続的外在性＞において措定される。このこ

とは，情動を延期し，保持して現在を越えた意

味の関係を対象との間にうちたてることであ

る。すなわち知覚された対象の意味はそれが主

体の目指す対象への一連の活動の中に組織化さ

れ，統合されることを意味している。

以上のような神経系の進化と平行した行動の

発展とは別に，一般に本能と呼ばれる行動様式

についてここで述べておこう。本能的行動様式

は走性や反射の剌激に対する定型化した反応の

延長であるが，いくつかの点でそれらの反応を

のり越えていると思われる。まず本能的行動は

内部環境の条件に従ってさまざまに変化する。

例えばホルモンの作用は非常に重要なものとし

て挙げられるだろう。ホルモンの作用は孤立的

にではなく，系として作用するから，本能的シ

ェマは内的相互作用によって補正されている。

更に本能的行動を解発する剌激は，単に行動

の引き金として作用するだけで充分である。

(Innate Releasing Mechanism) すなわち
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Releaserとしての剌激は本能的行動が行なわ 無関係ではありえない。器官をそれを構成する

れている間じゅう継続して作用する必要はな 細胞に還元できないのと同じく，遺伝子型を個

い。この刺激の特徴は一般に複雑な空間的・時 々の遺伝子の単なる集まりとして考えることは

間的パターンをもっており，更に剌激は種々の

特異性をもった＜信号剌激＞から構成されてい

る。従って反射の場合とは異なり，個々の剌激

ではなく全体的パターンが問題なのである。他

方刺激に対する本能的行動の方も，反射的反応

を抑制して全体的行動の中に統合してしまう。

このようにして K.Lorenzが＜儀式化 Ritu

alization>と呼ぶ，本来の生物学的意味から離

れて異なった第二の意味をもつ行動様式が発達

する5)。本能は遺伝的枠組みをもっており，内

的に規定された前一個体的 (Preindivi dual)な

ものであるが，行動が実際に遂行されてシェマ

の結合や再結合が環境との相互作用において行

なわれるかぎり，単なる反射的運動よりも可変

的で可塑性に富んだ適応的行動と言えるだろ

う。また，しばしば本能的行動と呼ばれる諸作

用の中に，不可欠の学習あるいは練習の要因を

含んでいることも知られている見 K. Lorenz 

はしかし本能的行動様式の可変性及びこの可変

性を支配する法則を，学習や経験に結びつけて

考えることを明確に否定している。経験による

影響は生得的メカニズムに基づいた本能的行動

様式の遂行に関してのみ考慮に入れられるわけ

である。すなわち生得的メカニズムの機能は経

験以前に存在する点において＜先験的なもの＞

である7)。 しかしわれわれは生得的メカニズム

そのものが主体と環境の相互作用の結果でしか

ないことを示してきた。すなわち生得的メカニ

ズムは以前の段階の同化と調節のシェマの平衡

を，器官の組織化や自己調整器官の発達をとお

して獲得される構造的平衡に至らしめたものと

して，それ故既に経験や学習を潜在的に含んだ

ものとして考えなければならないのである。系

統発生からみた生得的メカニズムがこのように

同化シェマの自己調整化と見倣せるのに対し，

個体発生からみた遺伝子のプログラミングも環

境から最も孤立した系でありながらも環境とは

できない。 Drieschの実験以来，発生は遺伝子

間の相互作用の体系，すなわちゲシュタルトと

して考えられるようになった。もちろんこのゲ

シュタルトは W.Kohlerのいうような静的な

ものではなく，動的に発達するゲシュタルトで

ある 8)。胚発生の過程はその初期条件に従って

一定のコース（クレオード）が決定されるが，そ

れは遺伝子間の相互作用によって補整作用（ホ

メオレシス）が働くからである。クレオードは遺

伝子の決定性と可変性の平衡を示しており，環

境からの影響がある限度を越えない限り発生が

補整作用を受けることを示している。またホメ

オスタシスが共時的平衡を示しているのに対

し，ホメオレシスは発生の諸段階において時間

的にも規定された通時的平衡の機能である。本

能的行動は行動の内容と形式，及び Releaser

が遺伝されてはいるが，前述したようにシェマ

が全体的パターンに統合されること，及び胚発

生の段階から環境に対する個体の調整が存する

ことにおいて，内生的な本能のメカニズムを遺

伝的プログラミングに遠元することはできない

ように思われる9)。

皿 身体的発達とシェマ

幼児の発達は反射運動から開始するといえる

だろう。誕生時にはまだ大脳皮質の成熟が完成

されていないので，分化した諸器官も直ちに随

意的な機能を遂行することができない。幼児は

快・不快という純粋感覚しかもつことができ

ず，主体と客体の分離は存在していない。神経

系の調整作用はまず頭部や躯幹の筋肉運動の支

配から始まり，これが姿勢活動を発達させるだ

ろう。この段階では内部感覚と結びついた全身

的で未分化な緊張性反応及び局所的な防御反射

が多くみられる。これらの反射ー一例えば囃下

運動—ーは反復されることによりシェマ化して

くる。未分化な反射運動が剌激の方向に定位さ
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れるようになるのは 3-4週間の間 (Wallon)

であり，内部感覚的な全身反応を抑制して外部

感覚へ向かわなければならない。すなわち諸感

覚の間に連絡が可能になって，反射の際の未分

化な刺激ではなくて個々に区別される刺激が感

覚野の統一として出現する。しかしこの場合に

は空間はまだそれぞれの器官のシェマの空間に

しかすぎず，統一のない異質空間であり，それ

故個々の刺激は主体の内在性のなかにしか見出

すことができない。外部感覚に対する諸反応

は， 一方では感性的意味をもった事物の感覚

を，他方では感覚に応ずる反応を感じることに

より， 以後絶え間なく発展する知覚と運動と

の，Weizsackerが＜ゲシュタルト・クライス＞

と呼んだ運動形式の発生における交差関係

(Verschrankung)が出現する10)。3ヶ月になる

と頭部と視線とが安定して， 4ヶ月では大脳の

発達に伴う姿勢の統制が可能になる。 (Wallon)

それと同時につかむ動作（目と手の協調）が現

われ，空間の同化がなされる。従って体験的内

在性（感覚野）においては定位を担う諸感覚の

統合として主体の体験のうちにしかなかった外

的事物が，つかむ動作の出現のあとには予料さ

れ， 目指された物として初めて主体から分離

し，＜外在性＞として把えられるようになるだ

ろう。またそれまでは自分の体にだけ関係し

ていた知覚と運動の相互作用は，姿勢活動が自

己調整によりそれ自体背景的活動となることに

よって外的対象に関係した反応，つまり対象へ

向かう際の運動と知覚との調整ができるように

なる。しかしこの外的対象は現在の活動と不可

分であり，永続的に所有されたものとしては把

えられていない。実在性をもたない対象は定位

された運動を素描することにおいて，指向的内

容のなかに吸収されることであり，基本的な空

間体系が異質空間の組織化によって次第に構成

されつつあることを意味している。実体として

の対象，すなわち視界から消えた対象も依然存

在するのだということがわかるようになるのは

9カ月になってからのことである。 (Piajet)外

的事物と関係するようになったシェマがここで

は手段のシェマと目的のシェマとに分化し，対

象との指向的関係は時間的・空間的に拡大す

る。しかし現実の行動に含まれている手段と目

標との実在的関係そのものはまだ意識されてお

らず，単に全体の場面で目標と結びついた媒介

物への動作あるいは媒介的動作がなされるにす

ぎない。すなわち対象が実在的な物にまでなっ

ているにしても，それが実在的関係の総体の中

に位置づけられるまでには至らず，場面あるい

は活動における実際的永続性にすぎないし，目

標へ向かう手段となる動作や事物は場面の偶然

性に支配されたままになっているのである。

このように対象の認識が進歩するのと平行し

て， 自己の身体についての認識も変化してくる

のがみられるだろう。反射運動の快・不快とい

う全くの情動性から，感覚野の生成及び姿勢の

調整をとおして内在的ではあるが一定の方向へ

向けて全身を組織化するようになる。次に姿勢

の統制が可能になり，外在性として対象が自己

の身体から区別されるようになると，全身運動

による定位が諸器官の定位に分化する。そして

諸器官の空間が体系化するのと同じく，諸器官

の感覚が相互に結びついて活動においてお互い

にどのように対応するかということが把握され

るようになるのである。しかし器官相互間の感

覚の統合はまだ現実的運動に現われているだけ

であり，手や足の運動を予め調整したり予期す

ることはできない。自己の身体が個性化できる

ようになるのは実在性をもつ対象が確立された

ときであると思われる。器官の運動が対象に向

かう行為のなかに統合されるということは，行

為の指向的内容として器官の運動が予め予料さ

れるようになり，またその運動から生じる感覚

までも予料されうるようになることを意味して

いる。このような器官の運動の自己調整こそ手

段のシェマと目的のシェマの共応を可能にする

のであり，更に自己の身体を他の外的事物とは

異なる固有な存在として認識させるのである。

しかし 6カ月の子供は片方の手で足や他方の手
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に触れるとき，触れられた方の感覚をうまく処

理できない11)。つまり対象への運動やある動作

の遂行過程においては統一的意味をもつ身体の

個体性も，個体化した身体あるいは受動的存在

としては意識していないので，客観的空間に位

置づけることができないのであろう。鏡像が実

在として把えられ，あるいは自分の鏡像を他人

からみた自分の姿だと見倣すことができないの

も，そこを中心にして方向づけや活動が為され

る自己の身体と自己意識とがあまりに密接に結

びついたままになっているからであろう。他方

対象の実在化は目標の対象を活動のシェマの中

で指向的内容として含んでいるのであるから，

知覚された対象は前以て目指された意味と同じ

く予料される限りの，現実には知覚されていな

い知覚をも指し示している。 この直接的な知

覚を越えた対象の予期あるいは再構成は標識

(index)の機能を意味している12)。標識の機能

は子供がそれまでは自分の身体に関してのみ可

能であった動作やその動作の結果生じる感覚の

予料が，対象との関係においても構築されるよ

うになることである。このようにして例えば視

知覚において把えられた標識は触覚や筋肉運動

知覚においても内的に把えられ素描されて，手

や運動を予め対象に調整できるようになるので

ある。標識は対象との関係における＜象徴機

能＞の原初的形態と見倣すことができよう。他

方自己の身体的運動による標識作用も出現す

る。感性的外在性でしかなかった対象の段階

（つかむ動作）では，器官や運動の統ーは現実

的運動の過程においてのみ遂行されうるように

なっていたにすぎないが，運動に対する予期的

調整の可能になったこの段階では運動の統一形

態であるシェマあるいはゲシュタルトそのもの

が意識され，体験されるようになるので，その

運動によって主体の目指す意味（意図）が運動

そのもののうちにく表現＞されうるようにな

る。言い換えれば，行動の一部の形態が原初的

象徽機能として行動の意図を指し示す。それま

では体験的内在性においてのみ感じられていた

意図が，運動の形態化を体験することによっ

て，ここで初めて行動のなかに表現される。標

識の機能は活動のシェマ化の結果にすぎない

が，シェマとして意識することにより，手段の

シェマと目的のジェマとの共応を可能ならし

め，また同一のシェマをいろいろな対象に試み

て一般化していくのであろう。新しい対象にシ

ェマを使用すること及びシェマの共応は，シェ

マの調節を必要とする。自己調整のかたちで遂

行された調節作用が，行動にも現われるのはこ

の段階である。

1オになると活動シェマの組織化はますます

進み， シェマの意図的調節が柔軟になってく

る。またもはや 2つのシェマの共応ではなく，

多数のシェマの共応及び対象に対する調節作用

に基づいたシェマの系列化が生じるようにな

る。 (Piajet)ところが子供はこの系列化そのも

のを目指しているのではないから，対象との実

在的関係の枠組みをもって手段のシェマや媒介

物への動作を行なっているわけではない。単に

2つの物を押して並べたり，あるシェマの後に

他のシェマを遂行する。このような経験は新し

い対象や，シェマの共応に基づく新しいシェマ

の出現を促すものである。さて媒介する対象を

現実の場面で偶然そこにあるもの，すなわちま

だ目標と未分化な状態から媒介するものとして

意識するようになるのは18カ月以降になってか

らである。この段階は活動シェマに基づく主体

と環境の相互作用， Piajetのいう感覚運動知

能， Wallonの場面の知能の最終的段階を示し

ている。シェマの共応と系列化は目標にうまく

適するような調節作用を可能にするが，まさに

この調節作用こそ手段のシェマを特定の対象と

の結合から分離させ，目標との機能的関係にお

いて手段のシェマを意味づけるのである。対象

を自分の方に引き寄せる為には棒でも布でも手

段となりうる。現実的行動でみられたシェマの

系列化が，もはやシェマの内容によってではな

くその機能的意味によって定義されるようにな

ると言えるだろう。従って媒介は偶然に与えら
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れるのではなく，主体によって媒介として意識

されるようになる 0， 象徴機能はここでは対象の

一部である標識ではなくて，心像に基礎づけら

れるようになる。心像とは活動の内的遂行に他

ならない。他方心像があくまでも活動の遂行で

ある限り，心像は現在の場面から切り離される

ことができず，媒介の意識は媒介そのものの保

存や生産の意識には至らないと考えられる。何

故なら心像が現実の活動から分離するのは，心

像の体系化を前提にしているからである。また

心像は知覚的標識の内面化であり，具体的象徴

である。すなわち知覚的標識が対象の存在を指

示するのに対し，心像は対象が主体の内的活動

に吸収される限りにおいて対象の機能的意味を

指示する。他方標識の段階では活動の意図は具

体的活動の一部によって表現されるだけで活動

を統一する意図をその活動形態に結びつけて，

両者をいわば対にして意識することはなかった

が，具体的活動を内的に遂行する心像の段階で

はシェマの共応や対象の意味は意図と不可分に

なっているのである。延滞模倣や擬態の出現は

同じようにして説明できるだろう。一般に模倣

の行為は既に獲得したシェマにモデルを同化す

ることから始まる。従って模倣の始まる時期は

姿勢が統制されてシェマが分化し，運動の予期

的調整が可能となるときであり，子供が自分の

動作を見ることのできる，既にシェマとなった

活動及び自分の発声に含まれている音の模倣が

可能になる。対象が実体として把えられ，標識

の機能の出現する 9ヶ月頃から，シェマとして

獲得されてはいるが自分では見ることのできな

い活動の模倣が始まる13)。対象に対応する調節

作用がモデルの正確な模倣を可能にしてくる

が，調節作用がシェマの系列化と共に体系化す

るようになると，シェマに属していない新しい

モデルの模倣もできるようになる。これはシェ

マの内的共応作用によって可能になるのであろ

う。延滞模倣は活動の心像や指示でもって内的

に模倣する行為であるが，内的模倣が活動形態

を意識していることは明らかであると思われ

る。ふりをする行為は意図と活動形態との結び

つぎを利用する。心像の段階では他の事物をま

くらの代わりして寝るふりをするのが見られ

る。このようにして象徽機能は実際の場面や現

実の対象から次第に離れてくるのである。心像

の段階がのり越えられるのは心像を保存し，体

系化することによって対象の様々な意味を観念

的に意識することによってである。表象は心像

による現実の再構成として 2オ頃出現すると思

われる。

一般に感覚運動的知能の発達は主体の行動の

発達と平行して考えねばならない。反射や本能

が器質的構造に基づいているのに対し習慣や感

覚運動的シェマは器質的構造を環境との相互作

用によってのり越え，新しい行動形態のなかに

統合するのである。本能は反射的行動を全体的

意味のもとに系列化するので環境との相互作用

はより複雑でかつ適応性に富んでいるが，遺伝

的枠組みの規定という限界をもっている。習慣

は刺激ー反応関係を一般化してシェマの刺激か

らの相対的自律性と恒常性を獲得する。このこ

とは刺激に対する直接的反応を抑制し，保存す

ることによって刺激の意味を相対化し，比較・

分類することを意味している。習慣は単なる活

動の組み合わせでなくて，習慣的行動そのもの

から意味を与えられる諸活動や対象の系列化な

のである。ところが習慣的行動にみられるシェ

マの組織化は組織化としては意識されておら

ず，習慣は行動の各時点で運動と知覚とを結合

して全体的行動を構成する。従って迷路を学習

したネズミは迷路の全体図や Tolman のいう

cognitive mapを作っているわけではなく，そ

の都度知覚標識に基づいて行動や方向を決定し

ているのだと考えられる。象徴機能の能記が標

識から心像へ発達すると，それまでは主体自身

の行う活動のシェマがそれぞれ手段のシェマと

目的のシェマとに分化するだけであったのだ

が，新しい手段として媒介的事物が目標との関

係に含まれるようになる。媒介物を使用する為

には分化した意図的調節に応じる多数のシェマ
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の共応が必要であろう。意図的調節作用は器官

や調整系の自己調整，それ故わざわざ顕在化す

る必要のない無意識的な調整を前提にしている

から，心像は主体の活動に対して外から加わる

全く新しい能力というわけではない。心像は具

体的象徴として現在の知覚の場を越えて媒介と

目標との関係を予期したり再構成するのであ

る。しかし心像は媒介を操作する主体としての

自己自身を実在的関係の総体の中に位置づける

には至らないという点で，知覚の場を完全にの

り越えることができない。心像における活動の

内的遂行がくり返されて単に媒介と目標との関

係のみならず全体的場面を再構成できるように

なると媒介物は道具となって一般化し，同時に

道具を使用する主体は活動を遂行する自己意識

においてだけでなく，いつでも道具を使用でき

る主体，すなわち道具を生産する主体として，

一般化するのである。この表象機能はそれまで

は実践的充実を目指していた活動が，その活動

の結果ばかりでなく活動の展開そのものを意識

することでもある。以上のように認識の発達は

活動や身体の自己調整に強く結びついている。

それでは一度概念的表象を手に入れると精神は

その活動において自己充足し，自律的行為とな

り得るのであろうか。認識の発達の通時的構造

に続いて，認識の共時的構造を考えてみなけれ

ばならない。

w 認識における身体の機能

既に示したように，人間の最も原初的な層で

ある感覚においてわれわれの体験するものは対

象，まして感覚の質などではなくて，世界との

相即関係 (Weizsacker)そのものである。この

場合の感覚器官はある対象を感覚するのではな

くて，感覚することによって，一気にその生物

学的意味を開示する。それ故感覚して反応する

とは言えず，感覚することのうちに運動が，運

動の中に感覚が含まれているのである。感覚は

感覚を惹起するものや感覚するものが何である

のかを把えようとするとたちまち消失してしま

う。例えば色は街の雰囲気や私の気分ではなく

銀杏の葉の色に，音は苛苛した気持から騒しい

声に変化する。感覚においては私の感官として

の目や耳が刺激を把えるのではなくて， 自己の

存在そのものの情動性，換言すれば世界との根

源的交流において世界の中に融け込むのであ

る。意識が再び自己をとり戻すのは刺激を対象

に，感覚を感官に帰する時であって，そうすれ

ば感覚する体験そのものが変容してしまい感覚

が意識によって把えられることにはならない..... 
だろう。それ故感覚は生きられるとしか言えな

い。それぞれの感覚器官による知覚の独立性は．． 
全身的反応，すなわち我れとして自己を，また

対象として刺激を認識する以前の，前人称的・

無記名的交流に基づいた相対的独立性にすぎな

ぃ14)。すなわちわれわれが色とか音とかに集中

しようとすれば他の感覚を犠牲にしなければな

らず，全ゆる感覚を同時に把えるというわけに

はいかないし，他方対象の方もその一局面を開

示するだけであって全面的に与えられるわけで

はない。ところがこの主体と客体の双方におけ

る制限・部分性は同時に認識を可能にするので

ある。同様にして，活動のシェマというものは

全身的な姿勢活動を背景にして出現するのであ

るから，シェマを構成する為には身体の機能的

構造との統一を前提にしている。シェマと身体

とは常に交流し合って新しい構造を作るのだと

言わなければならない。シェマの構成は概念的

・論理的に為されるのではなくて，身体におい

て身体の統一のもとに為されるものである。シ

ェマの形態や機能的統一を意識したり説明した

りするのは従って精々シェマが確立されたあと

にすぎない。更にシェマにより獲得された対象

の新しい局面や意味も無記名性の地平から浮き

出たもの，その新しさの背後に未だ現われてこ

ない局面や意味を指示するものであり，却って

未知の潜在的な世界の多様性から位置づけられ

ているのである。シェマの共応という現象も単

に二つのシェマが結合するということには留ま

らず， それは身体の構造を再構成するのであ
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り，共応によって実現されるのは主体の働きか

ける世界の新しい地平，より分化した主体の可

能性の地平なのである。シェマの共応に伴う異

質空間の同化は，それぞれの空間の共通の座標

系としての身体に基づいて遂行される，それ自

体身体とは無関係には成立しえない一つの機能

的空間の出現である。また，個々のシェマにお

いてその意味を担っていた対象は，シェマが共

応する限りでの，共応そのものとの関係で明ら

かにされる意味をもつようになるのだが，この

ような意味もそれが共応において世界の意味の

総体から分化すると同時に，またその総体の中

に統合されねばならない。例えば模倣の行為を

視知覚と触覚一筋肉運動知覚との結合，あるい

は感覚と運動との外面的因果関係でもって説明

しようと思えば，第三者的過程としての身体を

意識が統合して視知覚の客観的空間関係を自己

の身体で実現しなければならないだろう。とこ

ろが実際の行為においてわれわれが自己の身体

の客観的な動きや空間関係などに注意をはらっ

たり注目したりすれば，かえって意味のある統

ー的行為は意味のないバラバラな動きになって

しまう。知覚は既に全身の筋肉系との関係を含

んでおり，この筋肉系の自己調整と共に機能し

ているのである。それ故対象は身体をつうじて

その構造を直接的に開示する。一般に感官は他

の感官と常に交流しているので知覚された対象

は全ゆる感官との原初的な触れ合いを潜勢的で

はあるが遂行しているのである。意識が身体の

空間的関係を把えるのは身体が意味のある空間

関係を実現したあとであり，それも身体を介し

てである。共応や模倣は意識の行為ではなく身

体の行為である。

認識の発達はこのようにして対象に対して働

きかける身体の多様な可能性の＜沈澱作用＞と

して考えることができよう。われわれの周囲に

あるいろいろな事物は客観的空間の中に位置づ

けられる前に，身体によって身体の右にあるい

ほ背後にあるものとして位置づけられており，

事物までの距離は目や手や足の中に刻み付けら

れている。それではわれわれが表象や概念を手

に入れたとき，身体を含めて全ゆる存在が客観

的世界へ移行するのであろうか。 K.Goldstein 

の示した具体的運動と抽象的運動の区別は表象

能力によって説明されうるのであろうか。とこ

ろが具体的運動しかできないはずの患者は指示

された運動を，指示する言葉の概念的関係を顕

在化することによって実現しようと試みるので

ある15)。それ故表象機能が破壊されて具体的運

動のみが残るのではなくて，表象機能も具体的

運動も共に変容すると考えられる。表象作用は

心像や象徴を媒介にして可能的あるいは不在の

現実を再構成するのであるが，表象された世界

が意味をもつのも対象の原初的・生命的な意味

の総体や対象に対する実践的な諸可能性の地平

を暗黙のうちに前提にしているからである。換

言すれば思考によって把えられる対象も，その

対象と主体との間に確立された最初の存在また

は価値の関係を保持しているのである。従って

対象にせよ動作にせよ無数の相互作用や意味作

用の網目のなかに位置づけられて，一つの体系

を構成しているのだが，認識や行動が遂行され

る際に個々にわざわざ顕在化される必要はな

い。この身体のもつ世界について潜在的な知こ

そシェマの構築や思考の内容であり，内容はシ

ェマや思考の形式に統合される限りにおいて更

に豊かな意味をもつようになる。表象は行動の

継時的体制化に対して，同時的体制化 (Bruner)

の作用として特徴づけることができょう。しか

しこの同時的体制化は表象によって可能になっ

たのではなく，運動を可能性の状態のまま保持

するトーヌス機能，内的に遂行される延滞模倣

によって準備されねばならない。従って表象は

その内容と同じく形式も，身体と世界との相互

作用によって基礎づけられているのである。思

考における概念や表象はそれ自体体系化して，

理念的な世界や抽象的対象を構成するわけだ

が，その為には身体における活動の組織化と同

じように，主体と対象との相互作用として機能

する表象活動や言語活動の組織化が必要であ
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る。従って概念的世界における主体と対象の相

互作用は，内面化された活動として身体と世界

との相互作用を高次の段階に吸収するのであ

る。そうすれば対象は実践的可能性の地平と同

時に概念的意味の相互作用の体系のなかに位置

づけられるようになり，同じようにして対象に

対する活動も，身体的シェマの可能性として提

供されると同時に表象として提供されるように

なる。認識の発達は主体と世界との相互作用が

さまざまな調整系に基づいて相互作用の射程を

空間的・時間的に拡大していく意味の世界の構

築である。他方主体として把握される有機体は

「常に，自ら形成する＜意味の単位＞の表明」16)

なのである 17)。 （博士課程大学院生）
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